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９ 外国語 

学校番号 ３１４ 

 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅱ ３ 第２学年 
MY WAY English CommunicationⅡ 

準拠ワークブック 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅱの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能の力をつける授業です。そ

のため、聞いたり読んだりしたことを基に情報や考えなどについて話したり書いたりする言語活動を多く行います。授業では積極的

に活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意識して学習することが大切です。

常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人にきちんと伝わ

るような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DOリストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（３単位）及び「総合英語Ⅱ」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・日常生活での出来

事について説明し

たり、要件を伝えた

りすることができ

る。 

・日常生活に関連し

た話題について、事

前の準備やメモが

あれば、聞き手を混

乱させないように

1分程度のスピー

チをすることがで

きる。 

コミュ英Ⅱ 

２年総英 

英語授業理解 

（２年選択） 

 

インタビュ

ーテスト 

ディスカッ

ション 

 

・身近な話題につい

て、自分の意見

を、つなぎ語やフ

レーズを活用し

たまとまりのあ

る段落ひとつで

書くことができ

る。 

コミュ英Ⅱ 

２年総英 

英語授業理解 

（２年選択）     

 

ライティン

グテスト 

ワークシー

ト 

・発音、リズム、

イントネーショ

ン、音声変化に

慣れ、短い発話

をほぼ正確に聞

き取ることがで

きる。 

・100～120wpm程度

の速さの日常生

活での話題や・

簡単な説明や指

示を理解するこ

とができる。 

コミュ英Ⅱ 

２年総英 

英語授業理解 

（２年選択）  

 

リスニング

テスト（内容

理解・ディク

テーション） 

ワークシー

ト 

・簡単な説明文

を理解し、図や

表から情報を

得ることがで

きる。 

コミュ英Ⅱ 

２年総英 

英語授業理解

（２年選択）     

 

リーディング

テスト 

ワークシート 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観点 
コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実施

方法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図ろ

うとしているかを評価できる

方法で実施。 

CAN-DOリストによる「話すこと」

と「書くこと」の到達目標を的確

に評価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目標

を的確に評価できる方法で実

施。 

英語やその運用についての知識

を身に付けているとともに、言語

の背景にある文化などを理解し

ているかどうかを評価できる方

法で実施。 
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上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

     題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価基準 評価方法 

Lesson1 

(1 学期

中間) 

 

6時間 

身近にあるピク

トグラム、国や地

域によって異な

るピクトグラム、

日本発祥のピク

トグラムなどに

ついて学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・必要に応じて辞書などを

活用し、より理解しやす

い英文を書く。 

・作文に情報を多く盛り込

み、積極的に内容を伝え

る。 

・教科書本文の大まかな概

要を捉えながら読み進

める。 

・ピクトグラムを紹介する

英作文を行う。 

・必要に応じて辞書などを

活用し、より理解しやす

い英文を書いている。 

・作文に情報を多く盛り込

み、積極的に内容を伝え

ている。 

・提出したワークシート

を判断材料とする。 

「外国語表現の能力」 

・必要な情報を入れて、ま

とまった文を書くこと

ができる。 

・語句や表現、文法を適切

に用いて英作文できる。 

・教科書記載のピクトグラ

ムや自分で調べたピク

トグラムについて紹介

する英作文を行う。 

・必要な情報を入れて、ま

とまった文を書いてい

る。 

・語句や表現、文法を適切

に用いて英作文してい

る。 

・授業での言語活動を観

察する。 

・授業時間を利用して作

文テストを実施し、判

断する。 

「外国語理解の能力」  

（本単元では設定しない） ・教科書の内容を理解す

る。 

（本単元では設定しない）  

「言語や文化についての知識・理解」 

・SVC / SVO / SVO(O=if節) 

/ SVC (C=過去分詞)を理

解する 

・本文中で用いられている

意味や用法を理解する。 

・SVC / SVO / SVO(O=if 節) 

/ SVC (C=過去分詞)を理

解する。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

において、知識が身に

ついているかを判断す

る。 

Lesson2 

(1 学期

中間) 

 

6時間 

あるオランダ人

の若者による海

のプラスチック

ごみ回収のため

の取り組みや、そ

の挑戦する姿勢

について学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・理解できないことや未知

の語があっても推測す

るなどして読み続けて

いる。 

 

・教科書本文の大まかな概

要を捉えながら読み進

める。 

 

・理解できないことや未知

の語があっても推測す

るなどして読み続けて

いる。 

・授業での言語活動を観

察する。 

・提出したワークシート

を判断材料とする。 

「外国語表現の能力」 

（本単元では設定しない） ・教科書の内容を英語で伝

える。 

（本単元では設定しない）  

「外国語理解の能力」 

・説明を読んで、特に重要

な事実を捉え、全体の内

容を理解できる。 

・教科書本文の大まかな概

要を捉えながら読み進

める。 

・多読課題を宿題にしま

す。 

・説明を読んで、特に重要

な事実を捉え、全体の内

容を理解している。 

・定期テストで、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができている

かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・SVO1O2(O2=if 節、that

節、what節) / it seems 

that ~の用法を理解して

いる。 

・本文中の文法を理解す

る。 

・SVO1O2(O2=if節、that

節、what節) / it seems 

that ~の用法を理解して

いる。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

において、知識が身に

ついているかを判断す

る。 
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     題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価基準 評価方法 

Lesson 3 

(１学期

期末) 

 

8時間 

キューバの歴史

が生み出した文

化的な特徴や、平

等と助け合いに

重点を置いた社

会制度について

学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・間違うことを恐れず積 

極的に情報や考えを話そ

うとしている。 

・中間考査前に、キューバ

の情勢を説明し、それに

関して自分の考えを述

べるスピーキングテス

トを行う。 

・授業のはじめに自身の考

えをアウトプットするス

ピーキング活動を行う。 

・間違うことを恐れず積極

的に情報や考えを話そ

うとしている。 

・提出したワークシート

を判断材料とする。 

「外国語表現の能力」 

・キューバの情勢について

と、それに関しての自分

の意見を、適切に話すこ

とができる。 

・上記と同じ ・キューバの情勢について

と、それに関しての自分

の意見を、適切に話すこ

とができる。 

・スピーキングテスト 

 

「外国語理解の能力」  

・出来事や物事についての

説明を聞いて、重要な語

句を手掛かりに内容を

理解できる。 

・本文を音読し、音声を聞

きながら音の特徴を捉

えていく。 

・出来事や物事についての

説明を聞いて、重要な語

句を手掛かりに内容を

理解している。 

・考査におけるリスニン

グテスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

・It is ... to不定詞 / It 

is ... that～ / 形式目

的語・新出語を理解して

いる。 

・本文中で用いられている

意味や用法を理解する。 

・It is ... to不定詞 / It 

is ... that～ / 形式目

的語・新出語を理解して

いる。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

において、知識が身に

ついているかを判断す

る。 

Lesson 4 

(１学期

期末) 

 

8時間 

「世界で最も貧

しい大統領」と呼

ばれたウルグア

イのホセ・ムヒカ

元大統領の「幸

せ」についての考

え方を学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・理解できないことや未知

の語があっても推測す

るなどして読み続ける。 

 

・教科書本文の大まかな概

要を捉えながら読み進

める。 

 

・理解できないことや未知

の語があっても推測す

るなどして読み続けて

いる。 

 

・提出したワークシート

を判断材料とする。 

 

「外国語表現の能力」 

（本単元では設定しない） ・教科書本文のリテリング

をおこなう 

（本単元では設定しない）  

「外国語理解の能力」 

・説明を読んで、特に重要

な事実を捉え、全体の内

容を理解できる。 

・教科書本文の大まかな概

要を捉えながら読み進

める。 

・多読課題を宿題にしま

す。 

・説明を読んで、特に重要

な事実を捉え、全体の内

容を理解している。 

・考査における読解問題 

「言語や文化についての知識・理解」 

・SVOC(C=動詞の原形、過

去分詞) / SVO＋(to)不定

詞と新出語彙を理解して

いる。 

・本文中で用いられている

意味や用法を理解する。 

・SVOC(C=動詞の原形、過

去分詞) / SVO＋(to)不定

詞と新出語彙を理解して

いる。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

において、知識が身に

ついているかを判断す

る。 
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     題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価基準 評価方法 

Lesson 5 

(２学期

中間) 

 

8時間 

デフリンピック

に参加したろう

者女子サッカー

選手からアイコ

ンタクトの大切

さを学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・読みながらメモを取るな

どして、関心をもって本

文を読む。 

・教科書本文に斜線（スラ

ッシュ）を引いて意味を

確かめながら読む。 

・ペアでの本文の音読活動

を行う。 

・読みながらメモを取るな

どして、関心をもって本

文を読むことができる。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだりしたこ

と、学んだことや経験し

たことについて、その概

要や自分の意見を話す。 

・ペアでの本文の音読活動

を行う。 

・音読テストを実施する。 

・聞いたり読んだりしたこ

と、学んだことや経験し

たことについて、その概

要や自分の意見を話す

ことができる。 

・授業時間を利用して音

読テストを実施し、判

断する。 

「外国語理解の能力」  

・説明などを読んで、特に

重要な事実等を捉える

ことを通じ、全体の要旨

を理解する。 

・つながりを示す語やフレ

ーズを適切に用いて、要

点が明確な文章を読み

取る。 

・パートごとに、関連した

画像などを見ながら、イ

メージとともに、その内

容を理解する。 

・教科書本文に斜線（スラ

ッシュ）を引いて意味を

確かめながら読む。 

・説明などを読んで、特に

重要な事実等を捉える

ことを通じ、全体の要旨

を理解することができ

る。 

・つながりを示す語やフレ

ーズを適切に用いて、要

点が明確な文章を読み

取ることができる。 

・定期テストで、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができている

かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞 / 前置詞＋

関係代名詞 / 関係代名

詞・関係副詞の非制限用

法と新出語を理解して

いる。 

・本文中で用いられている

意味や用法を理解する。 

・関係代名詞 / 前置詞＋

関係代名詞 / 関係代名

詞・関係副詞の非制限用

法と新出語を理解して

いる。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

において、知識が身に

ついているかを判断す

る。 

Lesson 6 

(２学期

中間) 

 

8時間 

宇宙エレベータ

ーの構造につい

て学び、その実現

可能性について

考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・聞き取れない箇所や未知

の語句があっても推測

するなどして聞き続け

る。 

・本文の音声を聞き、パー

トごとに、本文で述べら

れている内容を、時系列

や問題の観点に沿って

区別しワークシートに

メモする。 

・聞き取れない箇所や未知

の語句があっても推測

するなどして聞き続け

ている。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

（本単元では設定しない） ・ペアで本文の要約をおこ

なう。 

（本単元では設定しない）  

「外国語理解の能力」  

・出来事や物事についての

説明や様々な会話を聞

いて、重要な語句などを

手掛かりにして概要や

要点を理解する。 

・発音、音変化、リズムや

イントネーションなど

の音声的な特徴を捉え

的確に聞き取る。 

・パートごとに、関連した

画像などを見ながら、説

明を聞き、読み、イメー

ジとともに、その内容を

理解する。 

・出来事や物事についての

説明や様々な会話を聞い

て、重要な語句などを手掛

かりにして概要や要点を

理解することができる。 

・発音、音変化、リズムや

イントネーションなど

の音声的な特徴を捉え

的確に聞き取ることが

できる。 

・定期テストのリスニン

グテストにおいて、内

容理解を問う出題によ

り、内容理解ができて

いるかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・完了形を用いた表現と、

例示する表現の使い方

を理解する。 

・本文中で用いられている

意味や用法を理解する。 

・完了形を用いた表現と、

例示する表現の使い方

を理解する。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

において、知識が身に

ついているかを判断す

る。 
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     題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価基準 評価方法 

Lesson 7 

(２学期

期末) 

 

8時間 

時代を超えて歌

い 継 が れ る

ZARD の『負け

ないで』について

知り、坂井さんは

どのような思い

を込めたのかを

知る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・間違うことを恐れず積 

極的に情報や考えを話そ

うとしている。 

・期末考査前に、坂井さん

の残したメッセージに

ついて述べるスピーキ

ングテストを行う。 

・授業のはじめに自身の考

えをアウトプットする

スピーキング活動を行

う。 

・間違うことを恐れず積極

的に情報や考えを話そ

うとしている。 

・ペアでの言語活動を観

察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・坂井さんの残したメッセ

ージについて適切に話

すことができる。 

・上記と同じ ・坂井さんの残したメッセ

ージについて適切に話

している。 

・スピーキングテスト 

・考査においてスピーキ

ングテストの問題を作文

問題として出題する。 

「外国語理解の能力」  

・出来事や物事についての

説明を読んで、重要な語

句を手掛かりに内容を

理解できる。 

・本文を音読し、音声を聞

きながら音の特徴を捉

えていく。 

・出来事や物事についての

説明を読んで、重要な語

句を手掛かりに内容を

理解している。 

・定期テストで、内容理解を

問う出題により、内容理解

ができているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・助動詞 / 助動詞＋have

＋過去分詞 / wouldを使

った表現/ 完了不定詞

と新出語彙を理解する。 

・本文中の文法を理解す

る。 

助動詞 / 助動詞＋have＋

過去分詞 / wouldを使っ

た表現/ 完了不定詞と

新出語彙を理解してい

る。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

において、知識が身に

ついているかを判断す

る。 

Lesson 8 

(２学期

期末) 

 

8時間 

小笠原諸島の「小

笠原言語」を例

に、複数の言語

が出会うとき、

互いに及ぼす

影響について

考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・理解できないことや未知

の語があっても推測す

るなどして読み続ける。 

・内容を整理するためにも

メモを取りながら読み

進める。 

・教科書本文の概要を捉え

ながら読み進める。 

 

・理解できないことや未知

の語があっても推測す

るなどして読み続けて

いる。 

・内容を整理するためにも

メモを取りながら読み

進めている。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状況

の判断材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

（本単元では設定しない） ・ワークシートを利用し

て、本文の内容をペアで

伝え合う 

（本単元では設定しない）  

「外国語理解の能力」  

・文章全体の論理の構成を

理解することができる。 

・グラフィックオーガナイ

ザーを用い本文を読み

進め、本文構造を捉えて

いく。 

・文章全体の論理の構成を

理解している。 

・定期テストにおける内

容理解を問う出題によ

り判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・仮定法過去 / 仮定法

過去完了 / ifを使わな

い仮定法 / no matter

＋疑問詞と新出語彙を

理解する。 

・本文中で用いられている

意味や用法を理解する。 

・仮定法過去 / 仮定法

過去完了 / ifを使わな

い仮定法 / no matter

＋疑問詞と新出語彙を

理解する。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

において、知識が身に

ついているかを判断す

る。 
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     題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価基準 評価方法 

Lesson 9 

 ( 学 年

末) 

 

8時間 

20 世紀の喜劇王

と呼ばれたチャ

ップリンの半生

を学び、喜劇王

になるまでの葛

藤 に つ い て 学

ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・聞き取れない箇所があっ

ても推測するなどして

聞き続ける。 

・既習の知識を用い情報や

考えを伝えようとする。 

・期末考査前に、チャップ

リンの人生ついて述べ

るスピーキングテスト

を行う。 

・授業のはじめに自身の考

えをアウトプットする

スピーキング活動を行

う。 

・聞き取れない箇所があっ

ても推測するなどして聞

き続けている。 

・既習の知識を用い情報や

考えを伝えようとして

いる。 

・ペア、グループでの言

語活動を観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・チャップリンについての

情報を的確に伝えるこ

とが出来る。 

・上記と同じ ・チャップリンについての

情報を的確に伝えてい

る。 

・スピーキングテスト 

・考査においてスピー

キングテストの問題

を作文問題として出

題する。 

「外国語理解の能力」  

・説明を聞いて、重要な語

句を手掛かりに内容を理

解できる。 

・本文の音声を聞き、内容

を時系列や問題の観点

に沿って区別する。 

・説明を聞いて、重要な語

句を手掛かりに内容を

理解している。 

・定期テストで、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができている

かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・分詞構文（現在分詞、過

去分詞） / 完了形の分

詞構文 / 付帯状況の

withの用法と新出語彙

を理解する。 

・本文中の文法を理解す

る。 

・分詞構文（現在分詞、過

去分詞） / 完了形の分

詞構文 / 付帯状況の

withの用法と新出語彙

を理解している。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

において、知識が身に

ついているかを判断す

る。 

Lesson 10 

 ( 学 年

末) 

 

8時間 

1300 年もの間倒

れずにその姿を

保っている法隆

寺の五重塔の秘

密を学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・理解できないことや未知

の語があっても推測す

るなどして読み続ける。 

・内容を整理するためにも

メモを取りながら読み

進める。 

・教科書本文の概要を捉え

ながら読み進める。 

・ 理解できないことや未

知の語があっても推測

するなどして読み続け

ている。 

・  内容を整理するために 

もメモを取りながら読 

み進めている。 

・ペア、グループでの言

語活動を観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

（本単元では設定しない） ・ワークシートを利用し

て、本文の内容をペアで

伝え合う 

（本単元では設定しない）  

 

「外国語理解の能力」  

・文章全体の論理の構 

成を理解することが 

できる。 

・グラフィックオーガナ 

イザーを用い本文を読み

進め、本文構造を捉えて

いく。 

・文章全体の論理の構成を 

理解している。 
・定期テストで、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができている

かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・同格の that / 倒置 / 省

略 / 強調構文と新出語

彙を理解する。 

・本文中で用いられている

意味や用法を理解する。 

・同格の that / 倒置 / 省

略 / 強調構文と新出語

彙を理解する。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

において、知識が身に

ついているかを判断す

る。 

 


